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ＪＲ西日本の概況 2

2府16県

営業エリア

約5,000km

路 線 延 長

約1,200駅

駅

※鉄道事業以外にも、ホテル事業、不動産開発事業、物販・飲食事業などを展開



福知山線列車事故 3

安全を維持する鉄道システム（ハード、ソフト）

安全最優先の風土

個 人

土台

アウトプット

安全の
営み 組 織

鉄道の安全を構成する要素

〔福知山線事故の反省〕

尊い人命をお預かりしている企業としての責任

を果たしていなかった

「組織全体で安全を確保する仕組み」と

「安全最優先の風土」の構築に課題

結果、安全を維持する鉄道システムが不十分



兵庫県南部地震による被害 4

発生日時： 平成７年（１９９５年） １月１７日 ５時４６分
地震規模： マグニチュード ７．３（最大震度７）
主な被害： 高架橋の倒壊･落橋 １５箇所（新幹線 ８、在来線 ７）

高架柱の損傷 約１７００本
（新幹線 約７００、在来線 約１０００）

※発生から運転再開まで ８１日
（新幹線 4月8日、在来線 ４月１日）

高架橋（山陽新幹線）の倒壊
（新大阪～新神戸 阪水(はんすい)高架橋）

高架橋（東海道線）の倒壊・落橋
（住吉～六甲道 弓場(ゆみば)高架橋）



兵庫県南部地震による被害 5

せん断破壊先行型 曲げ破壊先行型

高架橋の倒壊 高架橋の変形やコンクリートの落下

〔高架橋の破壊形態の違い〕



兵庫県南部地震による被害 6

鉄筋コンクリート橋脚の損傷
（山陽新幹線 新大阪～新神戸 武庫川橋りょう）



兵庫県南部地震による被害 7

木造駅舎の損傷
（東海道線 灘駅）

盛土ホームの崩壊、上家の倒壊
（東海道線 芦屋駅）



新潟県中越地震による被害 8

発生日時： 平成１６年（２００４年）１０月２３日 １７時５６分
地震規模： マグニチュード ６．８（最大震度７）
主な被害： 上越新幹線の脱線（お客様の被害はなし）
【JR東日本】

とき３２５号の脱線
（上越新幹線 浦佐～長岡）

出典：ＪＲ東日本ホームページ



東北地方太平洋沖地震による被害 9

発生日時： 平成２３年（２０１１年）３月１１日 １４時４６分
地震規模： マグニチュード ９．０（最大震度７）
主な被害： 津波による車両･駅舎･線路設備等の流出
【JR東日本】 高架柱の損傷、電化柱の折損など

津波による車両･線路設備等の流出
（仙石線 野蒜（のびる）駅）

出典：東日本大震災対応記録誌（ＪＲ東日本）



ＪＲ西日本における地震対策 10

震源

変電所

海岸検知点

沿線検知点

震源

S波

変電所

電力をシャットダウン

P波

構造物対策
被災箇所への
進入防止対策 脱線後の減災対策

１．耐震補強 ３．逸脱防止対策

鉄道の構造物が地震で

壊れないようにする

被害の恐れのある箇所へ

列車を走らせないようにする

車両が線路から逸脱しない

ようにする

２．地震早期検知



構造物対策 11

〔阪神淡路大震災以降進めている構造物対策〕

高架橋柱（せん断破壊先行型） 高架橋柱（せん断破壊先行型）

落橋防止 鉄筋コンクリート橋脚



※南海トラフ地震に備えた様々な対策を実施

構造物対策 12

〔東日本大震災以降進めている構造物対策〕

高架橋柱（曲げ破壊先行型）

鋼製橋脚

盛土

電車線柱



被災箇所への進入防止対策（新幹線）
13

Ｓ波（主要動）

Ｐ波（初期微動）

震源

海岸地震計

時
間

距離

海岸地震計
余裕時分

通信：1秒

被害予測：1秒

早期地震検知
警報システム 変電所

送電停止！

〔海岸地震計による地震早期検知〕



被災箇所への進入防止対策（新幹線）
14

海岸地震計 早期地震検知
警報システム

（地震防災システム）

緊急地震速報
（気象庁）

海底地震計

変電所

指令監視端末

き電停止
非常ブレーキ！

陸上げ部

沿線地震計

国立研究開発法人
防災科学技術研究所 JR西日本

1996年：早期地震検知警報システム導入
2010年：気象庁緊急地震速報のシステム導入

従来の地震検知体制による
列車制御の流れ

海底地震計データを用いた
列車制御の流れ

海岸地震計における地震検知と比べて、最大約１０秒の検知時間短縮

〔海底地震計情報の活用〕



被災箇所への進入防止対策（在来線）
15

緊
急
地
震
速
報

早期地震検知
システム

在来線地震情報
早期伝達システム

･
･
･

輸送指令

無線
基地局

｢地震発生

緊急停止！｣

当
社
地
震
計

（制御エリア判断）



逸脱防止ガード

大きく逸脱して被害が拡大することを防止地震により車両が脱線→

逸脱防止ガード逸脱防止ガード

地震発生 地震による脱線

大きく逸脱して被害が拡大することを防止地震により車両が脱線→

逸脱防止ガード逸脱防止ガード

地震発生 地震による脱線

脱線しても
対向線路へのはみ出しを防ぐ

脱線後の減災対策 16



津波浸水区域津波浸水予想区域における看板の設置イメージ

浸水区域境界に関する看板

線路外出口標 避難方向矢印標

避難誘導に関する看板

津波対策（避難誘導看板の設置）
17



「津波避難誘導心得」策定

社員がお客様を

避難誘導する際の判断

① 津波情報の把握、避難の判断
・ 常に津波の発生を想定
・ 情報を待っていれば逃げ遅れる恐れ
・ 社員自身で避難を判断

② 避難場所
・ 避難場所に到着してもより高所へ避難
・ 津波警報が解除されるまで避難を継続

③ 地域の方々からの協力
・ お客様からの協力を得て降車、避難

１ 大地震が発生した場合は、津波を想起して自ら情報収集に努め、他との連絡が
とれない場合、時間がない場合は、自ら避難を判断する。

２ 避難を判断した場合は、お客様へ避難を呼びかけ、速やかに避難誘導する。

３ 降車や避難、情報収集にあたっては、お客様や地域の方々からの協力を求める。

４ お客様とともに社員も速やかに避難し、避難後もより高所へ逃げ、津波警報が
解除されるまで現地・現車へ戻らない。

津波災害での教訓 制定の目的

津波避難誘導心得 18



津波襲来に備えた訓練の実施 19

降車台による降車梯子による降車

避難階段による線路外誘導 指定避難所への誘導



地震発生時の迅速なご案内の取組み 20

停止
B駅設置
鉄道地震計

A駅 B駅 C駅 D駅 E駅

JR

停止

JR

停止

地震発生 停止
D駅設置
鉄道地震計

A駅 B駅 C駅 D駅 E駅

JR

停止

JR

STOP小移動

1㎞ごとの
推定地震動(移動可)

1㎞ごとの
推定地震動(停止)

【凡例】

（2021年6月より、東海道・山陽、大阪環状線などの主要線区に導入）

〔お客様を迅速にご案内〕

〔列車の緊急停止〕
・鉄道地震計により、列車を緊急停止

・鉄道総研が提供する鉄道沿線の地震情報を活用し、最寄りの駅まで列車を移動
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